
平城宮跡。平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

1 9 9 5 年度に平城宮跡発掘調査部が実施した発掘調査は、平城宮跡６件、平城京跡1 1 件、京内寺院・

その他６件である。以下に主要な調査の概要を報告する。
１平城宮跡の調査

造酒司地区の調査（第2 5 0 . 2 5 9 次）

駐車場造成に伴う事前調査。調査区は、第2 4 1 次調査区の南、第1 5 4 次調査区の東にあたり、造酒司

の南西部、その南方の宮内道路・道路側溝等が存在すると推定されていた。調査はこれらの様相の解
明を目的として行った。調査の結果、掘立柱建物1 5 棟、門２棟、築地塀２条、掘立柱塀９条、溝1 4 条、
足場穴列１条、道路１条、土坑２基、小穴多数を検出した。

造酒司遺構の配置、切り合い関係、整地土から遺椛の次のような変遷を識別できる。
Ａ期（奈良時代前半）Ｉ期・Ｉ1 期に細分される。ＡＩ期：南・西を築地塀S Ａ1 6 7 0 2 . 1 5 8 1 4 で区画、
南面築地には棟門S B 1 6 7 0 0 を開いて南門とする。敷地西部に井戸からの排水路S D3 0 3 5 を設け、木樋
による暗渠で敷地外へ排水する。棟門の北西に大型東西棟建物S B 1 6 7 2 6 を置き、その南に雑舎群S B
1 6 7 1 2・’ 6 7 1 4 . 1 6 7 1 7 . 1 6 7 2 3 . 1 6 7 1 6を配する。AI I 期：門・築地塀・主要建物に変化はない。敷地

北部での井戸の増設に伴い、排水路S D1 5 8 1 8 を新設する。敷地南部の雑舎群は、南北棟S Ｂ1 6 7 1 3 .
16718 . 1 6 722に建て替える。

Ｂ期（奈良時代後半）南門を礎石建ちの八脚門S B 1 6 7 0 1 に変える。この際、前身のS B 1 6 7 0 0 よりも心
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をやや西にずらす。大型建物を南北棟SB16730、東西棟SB15805、北庇付東西棟SB16727に増・改築
する。雑舎群があった敷地南部には、種麹の保存施設と想定される竪穴状施設SＸ16715 . 16720、南
北棟S B1 6 7 2 1が設けられる。

宮内道路・東院北方地区造酒司の南には、法華寺方面から東西に伸びる道幅約1 5 ｍの宮内道路S F
1 1 5 8 0がはしる。道路南側溝SD11 6 0 0は残幅５ｍで、造酒司の雨落溝・排水路からの水をS F 1 1 5 8 0を
横断して流す溝SD16742、東院北方地区からの排水路SD16741が合流する。このうちのSD16742には
橋S X1 6 7 4 3がかかる。SD11 6 0 0の南の東院北方地区では、主な遺構として東西両庇付南北棟SB10 7 3 9
の北妻を検出した。S D1 1 6 0 0 からは、木簡・削り屑2 8 1 2 点、木器2 3 3 点、土器類多数が出土した。延
暦年間の紀年木簡や平城宮土器Ｖなど奈良時代末の遺物が多数を占める。木簡には春宮坊・皇后宮職
に関連する一群のものが含まれていた。

まとめ今回の調査で造酒司西半を完掘したことになった。これにより、造酒司の南北長は、北門・
南門の心々距離で約1 2 5 ｍ（4 2 0 尺）と、西に隣接する噂積官簡と同規模になることが判明した。また、

西面築地と南門の心々 距離は、Ａ期：約5 9ｍ( 2 0 0 尺) 、Ｂ期：約5 5ｍ( 1 8 5 尺) 、西面築地と北門の心々
距離は約5 1 ｍ（1 7 0 尺）であり、南北いずれかの門が敷地の中軸線に乗ると仮定すると、その東西長
も約1 0 0 ｍを超える規模であったと推定できることになった。明らかになった造酒司西半の遺構につ
いてみると、全体として建物の増加と建物規模の拡大という変遷傾向がみられる。建物の多くは酒饗
の据え付･ け穴を持っており、この傾向は造酒司における生産体制の整備・拡大を反映していると考え
られる。南門が棟門から八脚門に格上げして建て替えられるのもこの傾向と連動するものだろう。さ
らに、他の官街のような正殿を中心とする整然とした建物配置をみせず、空閑地が多い点も特徴的で
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ある。造酒司がもつ酒の製造・管理機能やそれに必要な作業場の確保といったことと関連すると考え
られる。

このほか、宮内道路南側溝から出土した木簡群には、奈良時代末頃の春宮坊・皇后宮職関連の木簡
がまとまって含まれており、近辺にこうした機関が存在していた可能性を示している。
東区朝堂院の調査（第2 6 1 . 2 6 5次調査）

今回の一連の調査は、東第六堂（第2 6 1 次調査）と南門および朝堂院南限施設（第2 6 5 次）の様相を
解明するとともに、過去の調査結果からの想定を確認することにあった。第2 6 1 次調査では、奈良時
代の遺構として、奈良時代前半・後半の第六堂各１棟、地覆石据付溝・抜取溝・足場穴５条、地割り
溝１条、掘立柱建物１棟、喋敷の舗装３ヶ所、暗渠２条、土坑数基、古墳時代の遺椛として、掘立柱
建物１棟、掘立柱塀１条、溝４条、土坑３基、円墳周溝１条がそれぞれ検出された。第2 6 5 次調査で
は、奈良時代の遺構として、奈良時代前半・後半の朝堂院南門各１棟・朝堂南限施設としての塀各２
条・雨落溝６条、基壇建物１棟、掘立柱塀１条、立柱列２条、溝１条を検出したほか、古墳時代の溝
１条、中．近世の土坑群も発掘した。

第六堂遺構の切り合い、上下２脚の整地土層で識別される奈良時代前半・後半の遺構変遷がある。
奈良時代前半東第六堂下層建物S B 1 6 8 0 0 は、桁行1 2 間、梁間４間の南北庇付掘立柱東西棟建物。柱
間は桁行・梁間ともに1 0 尺等間で、全長は桁行1 2 0 尺、梁間4 0 尺となる。この規模・構造は、東第五
堂下層建物S B1 5 7 0 0 と等しい。身舎には最大残高2 0 c mの基壇があるが、庇部には無く、南庇部では蝶
敷きの舗装S X 1 6 8 0 5がみられる。配置は、東西の妻をS B1 5 7 0 0の東西の妻に、南入側柱を東第四堂の
下層建物SB15041の南妻柱にそれぞれ揃える。SB15700との間隔は110尺、SB15041とは20尺である。
柱穴の断ち割り調査で、身舎部の柱穴が庇の柱穴より古いことが判明した。また、庇にともなう雨落
溝S D1 6 8 2 5に身舎周縁をめぐる溝SＤ1 6 8 1 0 . 1 6 8 1 5が切られるが、この２条の溝はその位置から身舎
にともなう雨落溝と考えられる。これらから、束第二堂～第六堂にみられる庇の付加は建設時の工程
差でなく、当初身舎だけであった建物に庇を増設したという時期差であることが確定した。さらに、
平城宮土器Ｉの須恵器が柱穴掘形・下層整地土から、藤原宮式軒平瓦6 5 6 1 Ａが下層整地土から出土し、
下屑朝堂の建設時期が平城宮遷都時まで遡ることが明確になった。
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このほかの主な遺構としては、調査区

西部で検出した第二次朝堂院の南北中軸

線上に乗る南北溝S D1 6 9 0 0 がある。これ

はその位置と人工的に埋められた状況、

土層観察の結果から、平城宮造営時の朝
堂院建設に用いられた計画線を示す地割
り溝と考えられる。

奈良時代後半東第六堂上層建物S B 1 6 8 5 0

は東西3 7 . 1 ｍ、南北1 7 . 1 ｍの基壇をもつ、

桁行９間、梁間４間の四面庇付き礎石建

東西棟建物。柱間は身舎が桁行・梁間と

もに1 3 尺等間、庇部分が1 0 尺、全長は桁

行1 1 1 尺、梁間4 6 尺となる。配置では、

第五堂S B 1 5 7 1 9 との関係は下層と同じだ

が、第四堂S B 1 5 4 0 0 の南妻に南側柱を揃

えるようになる。S B 1 6 8 5 0 は保存状態が

悪く、以上の推定は、わずかに残された
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柱穴や基壇の地覆石の抜取溝SD16851～16854および据付溝SD16861～16864や第五堂上層建物SB157
1 0 との比較による。また、S B1 5 7 1 0 と同様、南・北面に３ヶ所、東・西面に１ヶ所づつ５尺の出の階
段が付くが、東・西面のものはS B1 5 7 1 0 とは異なり、梁間４間のうち南から２間目に付いている。基
壇周辺での出土軒瓦の組合せは、6 2 2 5 C - 6 6 6 3 Cを主体とする。このほか、基壇周辺で喋・小砂利に
よる舗装SＸ16855. 16856、足場穴SS16857～16860などを検出。

南門・南限区画施設遺構の切り合い、３層の整地土層で識別される次のような遺構変遷がある。
奈良時代前半下層南門SB16950の東西に朝堂院南限を画する掘立柱東西塀SＡ16960 . 16970が取り付く。
この東区朝堂院の南限は中央区朝堂院南限と揃い、東区朝堂院の南北長は9 6 0 小尺（8 0 0 大尺）と確定
した。S B1 6 9 5 0 は桁行５間、梁間２間の掘立柱東西棟総柱建物。高さ約7 0 c mの基埴をもつ。柱間は桁行
が両端の間1 0尺、中央３間1 5尺、梁間が1 0尺等間である。ＳＡ1 6 9 6 0 . 1 6 9 7 0は掘立柱を立てた後、高
さ約5 0 c m、北半で出が約１ｍの基壇を造成したものである。柱間はS B1 6 9 5 0 の妻柱からS A 1 6 9 7 0 が西

へ11. 5尺・11. 5尺・１５尺・１０尺､SA16960が東へ39尺（12尺・１２尺・１５尺？）・9. 5尺・9. 5尺・9. 5尺と
不揃いであるが、東西の柱間1 5 尺の部分には脇門が開いていた可能性がある。塀心から北へ1 . 5 ｍの

位置には北雨落溝ＳＤ16965. 16975の溝心がくる。ＳＤ16965. 16975は幅約80cm･南門の南側柱の南15尺
の位置には、南門南面の閉塞施設と考えられる柱間1 0 尺等間の東西塀S A 1 6 9 8 0 がある。このほか、朝
堂院北端には平城宮造営当初の整地直後に開難され、短期間で埋め戻された東西溝S D1 6 9 4 0 がはしる。
奈良時代後半基本的な遺構配置は前段階と同じで、上屑南門S B1 7 0 0 0に築地塀SＡ1 7 0 1 0 . 1 7 0 2 0が取
り付く。S B1 7 0 0 0 は桁行５間、梁間２間の礎石建身舎の南北に土庇が付いた建物。東西2 2 . 3 ｍ、南北
1 0 . 7 ｍで南北６尺・東西５尺の出をもつ凝灰岩壇正種基壇上に建つ。北庇は1 7 尺の軒の出で東西両端
に庇の隅の軒先の垂れ下がりを防ぐ支柱が付く。北庇の建設と同時に施工されたバラス舗装がS A
1 7 0 2 0の北雨落溝S D1 7 0 2 1を覆うことから、北庇はS B1 7 0 0 0建設当初には無く、後に付加されたもの
であることがわかる。南庇は軒の出を14尺から17尺へと改装される。ＳＡ17 0 1 0 . 1 7 0 2 0は築地基底幅
６尺である。築地塀北雨落溝は当初、溝心が築地基底北端から約６尺の位置にあるＳＤ1 7 0 1 1 . 1 7 0 2 1
であったが、南門に北庇が付く時期に、これより約１ｍ南のS Ｄ1 7 0 1 2 . 1 7 0 2 2 に替えられる。南門や
塀付近で出土した軒瓦は6 3 1 1Ａ・B - 6 6 6 4 D．Ｆの組合せのものが主体を占める。南門南土庇の南に
は門の両妻の真南の位溌に、儀式用の旗竿を立てた穴と考えられる柱間５尺の東西柱穴列S Ａ1 7 0 0 8 .
1 7 0 0 9 が相対している。さらに、南の朝集院内には、南門の東西両脇の2 0 尺離れた位涜に基壇北端の
線を南門基壇のそれにそろえる基壇建物SＢ17050 . 1 7060が建てられている。ＳＢ17050 . 1 7060は同規
模で､保存状態のよいS B1 7 0 5 0では凝灰岩の地覆石をもつ東西約9 . 6ｍ､ 南北約6 . 6ｍの基壇に掘立柱・
礎石併用の桁行３間程度、梁間１間で柱間が桁行８尺、梁間1 0 尺の東西棟建物が建ち、屋根には6 2 2 5
Ａ・C - 6 7 2 1 の組合せの軒瓦が葺かれていたと想定できる。

まとめ本年度の調査で、束区朝堂院の東半の主要建物の調査がほぼ終了した。過去の調査結果に今
回の結果を加えて復元した東区大極殿院・朝堂院の建物配置を図に示す。細部では第六堂・南門の構
造や変遷を詳細に把握するにいたった。特に、第六堂下層建物については、平城宮の建物に関して重
要な一例を提供したばかりでなく、議論があった朝堂院下層建物の構造や庇の増設時期をめぐる問題
を解決することができた。また、第2 6 1 次調査で検出した朝堂院建設時の地割り溝や第2 6 5 次調査で検
出した奈良時代後半の朝堂院南門南面の左右に建てられた基壇建物など新たな知見を得た。その一方、
上層の建物では、朝堂とその周囲の区画施設とでは葺かれていた瓦が違うことが再確認された。これ
により、上層の朝堂と区画施設間で建設時期が異なる可能性も出てきており、新たな検討･ が必要とな
った ” （加藤真二）

1６



２平城京跡の調査

平城京跡では、左京域の一条二坊十坪、三条一坊七坪・八坪・十五坪、右京域の三条一坊十坪など
で発掘調査を行った。このうち主な調査について報告する。
左京三条一坊七坪の調査（第25 8 - 2 . 2 5 8 - 5次）

左京三条一坊七坪は、先に第2 3 1 次調査で坪中央部を広く調査しており、奈良時代後半に坪全体を
一区画としたことが知られる。遺構・遺物の状況から宮外官簡が想定され、京内での位置や史料との
対比により大学寮が推測されている坪である。（『平城京左京三条一坊七坪発掘調査報告』19 9 3 ) 。
第2 5 8 - 2 次調査，駐車場造成に伴う事前発掘調査である。調査区は坪のほぼ中央部西寄りで、現地表
下約3 0 c mで遺構を検出した。主な遺構は溝１条、掘立柱建物４棟、礎石建物１棟、塀状遺構４条、井
戸１基などである。南北溝S D6 7 1 0は調査区北端で幅約2 . 5ｍ、南端で約２ｍ、深さ５～2 0 c mで北ほど
深く、古墳時代・奈良時代前半の土器を含む。掘立柱南北棟建物S B6 7 2 0 は桁行３間（柱間寸法５尺) 、
梁行２間（６尺）である。掘立柱東西棟建物S B6 7 2 4 は桁行４間（８尺) 、梁行２間（５尺）の身舎に
南廟がつく（廟の出７尺) 。掘立柱東西棟建物S B6 7 3 3 も桁行４間（８尺) 、梁行２間（６尺）で南廟
がつく（廟の出８尺) 。掘立柱建物S B6 7 2 5 は調査区西端で南北２間（８尺）を検出、西へ伸びる建物
であろう。調査区北端で東西４間分を検出した東西棟S B 6 7 3 8 は柱の抜取が大きく浅いことから礎石

1 9 9 5 年度平城京内発掘調査位殻図１：5 0 0 0 0
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の抜取と判断した。礎石据付掘形は径7 0 ｃｍ

程度、柱間は4 . 5 尺と小さく倉庫と考えら

れる。これらの建物は平面規模・柱穴とも

小さく、第2 3 1 次調査の知見と共通する。

第2 5 8 - 5 次調査ガソリンスタンド建設に

伴う事前発掘調査で調査区は坪の西南隅に

近い。水田耕土・床土の下は自然堆積層で、

その上面で遺構を検出した。主な遺構は掘

立柱建物６棟、掘立柱塀９条などである。

調査区の北端で南妻を検出した掘立柱南

北棟建物S B 6 7 5 5 は梁行２間（８尺）で、

坪の中心とは反対の側に西廟（出1 0 尺）が

つくことが注目される。S B 6 7 5 6 は東西４

間分の柱穴を確認、これを南側柱とする東

西棟建物であろう。調査区東端の東西棟建

物S B 6 7 5 7 は西妻から１間分を検出( 桁行・

梁行とも８尺) 。S B 6 7 5 8 は調査区南西部の

南北棟建物で桁行３間（７尺) 、梁行２間

( ７尺）である。S B 6 7 5 9 は調査区東南隅の

南北棟建物で梁行２間（７尺) 、桁行１間

分（７尺）を検出。調査区東北部の南北棟

建物S B 6 7 6 0 は桁行２間（６尺) 、梁行１間

( ６尺）で、北妻に東西塀S A 6 7 6 1 が取り付

く。またＬ字形に接続する東西・南北塀が

４組ある。SA676 2～S A676 3 ､ S A6 7 6 4～S A

6 7 6 5、S A6766～S A6767、S A6768～ＳＡ６７

６９～S A 6 7 7 0 である。小規模な目隠し塀だ

が狭い範囲で作り替えている。大規模建物

が少なく、建物密度が低いとされる坪であ

るが、この部分では比較的大型の建物を含

めて、建物がかなり密に存在している。坪

の西南隅に近いことと合わせて、坪内の利

用形態を検討･ する必要があるだろう。土坑

S K 6 7 7 1 出土の土馬２点は､ ほぼ同形同大で、

で、土馬祭祁のあり方に貴重な例を加えた。
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脚など一部を欠くがほぼ完形で､ ある。
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脚など一部を欠くがほぼ完形で､ ある。土坑からの出土は稀で、土馬祭祁のあり方に貴重な例を加えた‘

左京三条一坊十五坪の調査（第2 6 6 次）

ホテル建設に伴う事前調査で、調査区は十五坪の東北部にあたる。この坪では既に数次の発掘調査
があり、奈良時代を通じて十五・十六坪は一体として利用され、公的施設の可能性が指摘されている。
盛土．水田耕土・床土．遺物包含層を除去した面で奈良時代の遺構を検出した。主な遺構は古墳時

代の竪穴住居１棟、奈良時代の掘立柱建物６棟、井戸１基などである。竪穴住居は一辺5 . 2 ～5 - 9 ｍの

1８

|…稗

》
一
郡
一

Ｘ－Ｍ６

弘ｂｊｏ

認b 壇

Ｆ一一一 ’ １

Ｘ－Ｉ４６
－

ー

Ｘ－１‘ l［

呈建 ) V 、紅－１っ' 一頁－１棚 うＬ L －Ｗ．＝ｒ~~･ =ｘここ １１１１１１



爺

－１８，１１０－１８，１２０ Ｙ－１８，１００

⑤ ▼ ▼ ▼ ▽

$-: :1. :：

｛締↓
Ｘ- 1 4 6 , 1 8 0 -

６９３０
ー

692 ’
ＳＢ５９１３ａ

ＳＢ６

S X 6

B6694Ｓ １０ｍ５

一
平城京第2 6 6 次調査遺構平面図１：３００

方形で､床面深さ2 0～3 0 c mのS X 6 6 8 9 aと床を１５

c m上げたS X 6 6 8 9 b の２時期があるが、中央を

奈良時代の井戸S E 6 6 9 0 で破壊されている。

十五坪の中心建物群のうち束脇殿S B 5 9 1 3 は、

桁行８間（1 0 尺）で北妻が正殿S B 5 9 1 5 の北順

に揃うことが確認された。S B 5 9 1 3 の北に同時

期の大型建物はなく、正殿S B 5 9 1 5 ・南殿S B 5 9 1 4 、

脇殿S Ｂ5 9 1 3 . 5 9 1 7 を口字形に配し、北に北殿

S B 5 9 1 6 を独立させる配置であったことがわか

る。これら中心建物群は基本的な配置は変えず

掘立柱から礎石建へ造り替えたことが判明して

いるが、本調査ではS B 5 9 1 3 の礎石建への造り

替えは確認できなかった。

坪の東半部は中心部と様相が異なる。東区東

端の掘立柱南北棟建物S B 6 6 8 5 は桁行５間以上

( 柱間寸法９尺) 、梁行２間以上（６尺）で北４

｜
癖
ｌ
ｒ
騨
謁
誌
繕
野
剛

岬
榊
潤
、
烏
鰯
》
佃
州

「
・
区
卿
Ⅱ

Ｊ
一
堂
》
載
饗

『
Ⅷ
ｊ
脳
Ｉ
恥

ｕ
Ｉ
篇
噸
臓
※

’
Ⅲ
川
１
１
１
岨
‐
‐
Ⅱ
川
叩

釧
一
一
北
。

-Hi5O．

左京三条一坊十五坪
－－－戸 ▼ ､

週

､ 、

1９

素,』
一（

b 4

i ｍｌ８－

東
一
坊
坊
間
東
小
路

平城京第2 6 6 次調在位祇図ｌ：２０００

( 柱間寸法９尺) 、梁行２間以上（６尺）で北４間分を検出した。これより古い南北棟建物S B 6 6 8 6 は

桁行５間以上（6 . 5 尺) 、梁行２間以上（8 . 5 尺）で総柱または西廟付建物である。また井戸S E 6 6 9 0 は

抜取痕跡から平城宮土器1 1 と和銅４年の年紀木簡が出土しており、奈良時代初期に設けられ間もなく

廃絶したことがわかる。このほか柱掘形の小さな建物がいくつかある。東区中央の南北棟建物S B 6 6 8

７は桁行５間以上（1 0 尺) 、梁行２間（８尺）で柱間の割に柱掘形が小さい。東区南西部の東西棟建

物S B 6 6 8 8 は桁行４間以上（８尺) 、梁行２間（７尺）で南踊（出7 . 5 尺）がつく。西区南半部のS B 6 6

9 3 はおそらく東西棟で西１間分を検出したが、桁行３間以上（６尺) 、梁行２間（7 . 5 尺）と推定する。

南側柱はS B 6 6 8 8 の南廟と、棟通りは同南側柱と柱筋を揃え、同時期の可能性がある。西区南西部のS B

6 6 9 4 はおそらく南北棟で桁行３間以上（9 . 5 尺) 、梁行２間（9 . 5 尺）と推定される。

このように坪の東半部では建物は中小規模で、配置も整斉でなく、位置や規模を変えての建て替え

が認められた。大型の井戸も検出されており、厨など付属施設群が想定されうる。中心建物群を東１

坊大路に而した坪の束半でなく小路側の西半に殻〈ことは、敷地内の利用形態を考える上で興味深い。
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３京内寺院等の調査

大乗院庭園の調査（第2 6 0 . 2 6 8 次）

大乗院庭園の史跡整備のための調査である。園池南岸西端から東岸中央まで４調査区を設けた。

調査区Ｉ南岸西端のＩ区では中- 世と近世の２時期の池岸を確認した。中世の池岸S G 6 8 0 5 は陸部が

急勾配で落ち込む。汀線付近は近世の池岸に撹乱されるが、操を用いた仕上げであった可能性が大き

い。近世の池岸S G 6 8 1 0 は、中世の陸部上に造成された陸部が急に落ち込み池岸となるが、汀線付近

で勾配を緩くする。南端の入江では裏込石を伴う護岸石積みS X 6 8 1 1 も確認された。Ｉ区東端の出島

について森瀧は室町時代の南中島に由来するとみていたが（『中世庭園文化史』) 、近世遺物を含むS G

6 8 1 0 の堆稜上に造成されたことが確認された。

調査区１．Ⅲ南岸中央のI I 区は全域がS G6 8 0 5 とS G 6 8 1 0 の池底である。南岸東のⅢ区には５～1 0 ｃｍ

大の石を貼付けた斜･ 面があるがS G 6 8 1 0 の堆積上で、近代の施工と考えられる。

調査区1 Ｖ池東岸南半のⅣ区では中世の池S G6 8 0 5 に伴うと推定される洲浜石敷S X 6 8 2 0 がある。汀線

から池底へ向かって緩やかに幅２ｍほどを検出した。石は形も大きさも不揃いである。断面観察によ

ると当初は、さらに陸部側へ広がっていたらしい。園池の成立年代は不確定だが、洲浜石敷上面から
1 0 世紀末～1 1 世紀前半の土器が出土しており、大乗院以前の弾定院の時期に遡るのかもしれない。池

から東に登った陸部では叩き漆喰の園路遺橘が検出された。S X 6 8 2 5 は外径約２ｍのドーナツ形。こ

れから北北西に伸びる約３ｍ、幅5 0 c mの帯状のS X 6 8 2 6 o その西に断続するS X 6 8 2 7 である。ＳＸ６８２７

西側にガス灯の基礎があり、近代の園路と考えられるが、園路の成立は近世に遡る可能性もある。

■ 虫

Ｙ－１４．９４Ｃ - 14, 930 - 1 4 . 9 2O

平城京第2 6 0 . 2 6 8 次調査遺構平面図１：３００

剛

Ｘ
－－１４６

－－１４６

＝1 ４６



０１０ｍ

- 2 9 5 託 - 1951［ - 1 9 4 ｍＹ- 1950（

平城京第2 6 3 次調査遺椛平面図１：４００

薬師寺講堂の調査（第2 6 3次）

薬師寺の伽藍復興に伴う講堂再建予定地の事前調査である。薬師寺講堂については江戸未再建の講
堂を避けて、北面廻廊・講堂東端部（第218次) 、北面廻廊・講堂西端部（第233次）の発掘を実施し
ているが、再建講堂が解体された後、既発掘区を含め創建講堂の全域について発掘調査を行った。
創建講堂講堂周辺の地11 1は灰白色・淡灰茶色砂質土で、講堂北辺から東辺には奈良時代以前の流路
埋土がある。この上に厚20～30c mの整地を行い、基壇を版築する。版築は約30層、高さ1. 2ｍに及ぶ
が、1 . 0ｍに達した段階で礎石を据え付け、さらに版築する。基壇上面近くに厚さ約２c mのベンガラ
層と凝灰岩粉層があり、版築の途中で何らかの祭祁が行われた可能性がある。基壇外装は束石なしの
壇正積で、凝灰岩製の地覆石と羽目石の一部が残る。地覆石は上面幅3 ０＜

Ｘ
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c m前後、長さ55～110 c m、厚さ25 c m前後である。上面に深さ１c mほどの
欠き込みを設け羽目石との仕、とする。地覆石下には平瓦２～３枚を厚
さ約10 c mに敷くが、中に本薬師寺所用の軒平瓦664 1Ｈが含まれる。地覆
石に改装の痕跡はない。基壇規模は東西43 . 3ｍ、南北22 . 2ｍで、薬師寺
の想定造営尺（１尺＝29 . 6 c m）では東西14 6尺、南北75尺となる。また
基壇上面の北端中央に残る縦灰岩は当初の敷石と考えられる。基壇高は
敷石上端と地覆石下端で約1 . 0 ｍである。基壇は版築の後に長方形に整
形し、南北各３か所の階段下を含めて全周に地覆石を据える。特に南面
東階段では磨滅のない基壇地覆石を確認した。北而には凝灰岩製の階段
地覆が残り、北面中央では耳石も検出した。

当初礎石の据付穴および抜取穴は4 9 か所で検出した。礎石位置が再建
講堂と重複し、原位置に残る礎石はない。課題とされていた裳階の存在
は北面６か所の礎石跡で裏付けられた。身舎と廟の礎石据付掘形は一辺

、
／
画
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～

2. 5ｍ前後の隅丸方形で、版築の途中から深さ55cmを掘込む。裳階の礎石据付. 掘形は直径1. 3cmの円形
で、基壇上面から掘込み、深さは65cmある。礎石抜取穴の埋土は再建講堂基壇土と同じで、江戸未ま
で原位置をとどめていたと推定される。

創建講堂の平面は四面廟に裳階がつく形である。身舎は桁行７間（柱間寸法15尺) 、梁行２間（１７
尺) 、廟の出10尺である。裳階の出は6. 25尺と想定されていたが6. 5尺とみるべきで、建物総長は桁行
1 3 8尺、梁行67尺、基壇の出は４尺となる。基壇周囲には玉石組雨落溝がめぐるが、北側階段の地覆
石より上層で、時期が下ると考えられる。また北面階段から北へ延びる石敷通路が検出されたが、玉
石組雨落溝と同時期であろう。

江戸末期再建講堂再建講堂は創建以来の礎石を抜き取り、当初基壇の東、西辺を削平し、基壇上に
は厚さ10 c mほど土を積み足す。礎石は創建講堂など複数の建物の礎石を再加工して用いている。礎石
据付掘形は一辺約1 . 8ｍの方形、深さ約60c mであるが、西側柱のみ円形で直径1 . 8ｍ、深さ1 . 1ｍと深
い。中央北寄りには薬師三尊を安置する須弥壇を築く。須弥壇下には鎮壇具が埋納する。鎮壇具は高
さ26 . 5 c mの喪中に高さ９cmの小壷５個を中央と東西南北に配す。すべて赤肩焼で､小壷蓋に「赤肩山」
の印が残り、寛政年間以前の製品と推定される。各小壷には稲籾と金箔で包んだ水晶・カリウム鉛ガ
ラス片を入れ、紙片で十文字に封･ をする。南側の子壷のみ、封･ を解き蓋を開けて内容物を饗内にばら
まいたのち、点火した木炭を投入して饗の蓋をしている。鎮壇具の土器製作年代から、須弥壇は講堂
再建以前、安永年間に仮堂を設けて薬師三尊を安置した時に造られたと推測される。
頭塔の調査（第2 6 4次）

頭塔では19 9 1年度から整備工事が続けられているが、本年度は北半部西面の基壇および塔本体石積
みＢ～Ｇ段を解体修理した。これに伴い塔本体石積に２か所、基壇に１か所の小トレンチを設け、下
層頭塔の石積、基壇構築の状況などを調査した。

Ａトレンチ上層最下段の

ムＧ段上からえ段石積にかけ
て設けた。下層頭塔の第一

段が上層Ｇ段から約1 . 5 ｍ
147865

- 内1 Ｈ１で検出された。下層第

一段には東面と同様、前面

に２段の階段状石積を持つ。

基嬉' 二面石敷の確認にはい

- 21･たらなかった。

Ｂトレンチ西面上層Ｇ段

中央の石仏裏側の小トレン

チ。下層頭塔と考えられる

- 型‘ 石積を検出したが、東面中

央石仏裏側が仏誌状である

のに対し、垂直壁となって

いた。また石積下端はＡト

レンチで想定される基壇上

面高より約１ｍ高い。この

石積は下層頭塔石積ではな平城京第2 6 4 次調査区位置図１：２００
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〈、上層頭塔の築成過程

で築かれた土止めの可能

性が高い。

Ｃトレンチ西面基壇中

央に設けた。西面基壇石

積が階段状であることは、
第1 9 9 次調査で明らかに

なっていたが、上層に伴

うか下層まで遡るかは不
明であった。石積基底石Ｉ

フか | ､ 暦まで遡るかは不頭塔東西断面図ｌ：３００

明であった。石積基底石は地山から得た赤褐色砂喋土の約25 c m厚の終地土上にのる。残存石から復原
される基壇上面の標高からみて下層頭塔に遡ると判断した。基壊簸下層石猿の裏込土から出土した須
恵器杯BI I I は、須恵器杯Ｉ～Ⅵ群のいずれにも属さないが、形態的に奈良時代後半～末と推定され、
下層基壇の造成時期と矛盾しない。

下層頭塔の規模Ａトレンチで下屑石稜第一段西面を確認したことから、下層頭塔の第一段の東西幅
は約21ｍ（7 1小尺）であることが確認された。上層塔本体第一段は東西幅24 . 2ｍ（8 2小尺）であるか
ら、作り替えの際1 1尺大きくしている。また束高西低の原地形を、束は削平し、西には盛土して、２
％弱の西下がり勾配をもつ平坦面を造成していた。下層雅壇の上面も同じ勾配をもっており、上層基
埋の築成にあたって水平に直したのであろう。（長尾充）
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遺跡・次数

平城宮第2 5 0 次

平城宮第2 5 9 次

平城宮第2 6 1 次
平城宮第2 6 2 次

平城宮第2 6 5 次

平城宮第2 5 8 - 1 1 次
平城京第2 5 8 - 2 次
平城京第2 5 8 - 3 次
平城京第2 5 8 - 4 次
平城京第2 5 8 - 5 次
平城京第2 5 8 - 6 次
平城京第2 5 8 - 7 次
平城京第2 5 8 - 8 次
平城京第2 5 9 - 9 次
平城京第2 5 8 - 1 0 次
平城京第2 6 6 次

平城京立会
平城京第2 5 8 - 1 次
平城京第2 6 0 次
平城京第2 6 3 次
平城京第2 6 4 次
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平城京第2 6 8 次

調査期間

9５．４．７－９５．７．７．

9５．７．３．－９５．９．２９．

9５．１０．２．－９６．１．１９．
9５．９．１．－９５．９．５．

9６．１．１９．－－９６．５．１３．
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9６．１．９．－９６．１．１９．
9６．１．１７．－９６．１．２６．

9６．２．１３．－９６．３．１５．
9６．１．２３．－９６．３．１５．
9６．２．１５．－９６．２．２０．
9５．４．１７．－９５．４．１９．
9５．７．６．－９５．９．８．

9５．１０．２．－９６．１．２５．

95. 10. 16. - 96. 3. 29.

9６．２．２６．－９６．３．２１．

而枇(､:） 備考

1, 800 造酒司

2, 000 造酒司・宮内道路

2，１００ 二次町道院束第六堂
1２ 第一一次大極殿

2, 030 第二次朝堂院南門

2３ 内裏北外郭北方
250 左京三条一坊七坪
4６ 市庭古墳北東部
4２ 左京一条二坊十坪
160 左京三条一坊七坪
3０ 左京一条二坊七坪
1５ 市庭古境周濠
3０ 左京三条一坊坊間路
4２ 左京三条一坊八坪
4５ 左京三条一坊十坪
3 9 5 左京三条一坊十五坪

木取山古城周辺
2０ 法莱寺川境内
330 大乗院庭園

1, 480 薬師寺誰堂
８ 頭塔

2 1 0 大乗院庭園

1 9 9 5 年度平城宮跡発掘調査部発掘調査一監

2３

調査要因

計画調在

計画調査

計i I I I i 調査
地盤調禿

計両調在

個人ｆ猛宅建設

駐車ら: 造成
個人ｆ 宅建設

個人住宅建設
ガソリンスタンド建設

個人住宅建設
個人住宅建設
個人住宅建設■ p ーＦ＝ ● 一一ー～一＆し～

個人住宅建設

個人倉庫建設
ホテル建設
水路改修
個人住宅建設
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